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E加Cs論
－イブセンとピンターのはざまで－
鈴木良平
唖ilesはJoyceによって書かれた唯一の戯曲である。それはジョイス自身の
記述によれば，「創作ノート」にもとずいて1914年の春から書き始め８月に草
稿ができ，翌年９月に完成したＪ１)つまり，ＡＰｏｒＺｒａｊｔＱ／ＩＡｅＡｒｊｉｓｔａｓＱ
Ｙｏ""９Ｍα〃（以下「肖像」と略す）とほぎ同じ頃に完成されていたが,E2cjles
は出版も上演もされず、1918年にやっと出版された。作品の評価にしても，お
おむね上演に適さないとの見方が多いようで，BernardShawなどがいたthe
StageSocietyも投票の結果この作品の上演を拒否しているＵ(2)ジョイスの文
学上の最大のパトマンであったEzraPoundもこの作品を上演不適だとみなし
ていた｡(3)そんなわけで世界各国に翻訳されてはいるものの，今までの上演記
録も乏しかったようだ。
ところが1970年にHaroldPinterが「正攻法の演出によって」唾i化ｓの上演
を試み「大成功を収めた｡｣(4)ついで翌71年にＥｴｺﾞlesの本歌取りとも換骨奪胎と
もいえるＯﾉｄＴｊｍｅｓを響き，上演した。とかく従来はＥ態iにsをマイナーな作品
としてIbsenのMie〃ＷｅＤｅａｄＡ"αke〃との関連でみるか，次の大作Ulysses
と同一のテーマー帰国，友情，裏切りなど－－が出揃っていることから，
Ulyssesの下書きみたいなものとして思われてきた。また，ジョイスの私小説
的な側面がかなり濃厚な作品であるという点からも，「肖像」の下書き的存在で
断片しか残されていない私小説的な作品Stepｈｅ〃Ｈｅ７ｏと同様に，作品自身の
価値はあまり顧みられずにUlgssesの解釈の手がかりとして見られてきたので
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ある｡(5)だからこそ，その反動としてのピンターの評価一自立した作品とし
ての唾止ｓ－は，わたしには一層ショッキングだったのである。
ついでに言えば，ＯＭＴｊｍｅｓという題名も平凡な誰でも使う言葉からとった
ものであろうけれども，唾jlesにも出てくる言葉であって，Robertがかって
ホモ的関係にあったと思われる主人公Richardにむかって言うセリフ."……You
mustcomesomenight・ＩｔｗｉｌｌｂｅｏＭｔｊｍｅｓａｇａｉｎｖ（Ｐ､41,イタリック
は引用者）の中にあるのであって，多くの作家がShakespeareの作品の中から
書物の題名をつけるように，ピンターも若いうちから尊敬しているジョイスの
EmJesの中から，題名をつけたとも思えるのである。
１．望郷の念
この作品は師イブセンのＷ７ｈｅ加ＷどＤｅｑｄＡｚＤａｋｅ〃にならってか，三幕形式
で書かれている。場所は第一幕と第三幕がDublin郊外の主人公Richardの家，
第二幕がRobertの家である。時日は1912年の６月のある日の午後から翌日の朝
まで。主題は一つの解釈に従えば「自由の限界，愛の要求および結婚に内在す
る独占欲にかかわる一連の錆線したディレンマ」(6)である。おおよそアリスト
テレスの三一致の法則に従っている。
主人公リチャードは９年ぶりに妻のBerthaと息子Arcbie（８才）をつれて祖
国アイルランドに戻ってきた作家である。彼は９年前にCatholicの信仰に厚い，
今は亡き母親の意志にさからって，身分も教養もない小娘をつれてアイルラン
ドを脱出したのであった。その際に親友でジャーナリストのロバートが花婿の
付添人として，二人の神なき結婚式に立ち会ってくれた。彼ら夫婦の間に生ま
れた子供アーチィは死んだ母親からみればgodlessnamelesschildであった。
（ここまで読めば，この作品がジョイスの私小説的な色彩の濃いものであるこ
とが分かるであろう。ジョイスは1904年に妻Noraをつれてアイルランドを脱出
しているし，1912年とはジョイスがダブリンに帰国した最後の時であった｡)そ
のロバートの仲介でリチャードは９年ぶりに帰国し，母校でロマンス語文学の
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教授の椅子を与えられようとしており，今夜は副学長と会食する手筈にまでな
っていた。
このように亡命者の帰還で幕は開き，主人公リチャードとその妻バーサと友
人ロバートをめぐる三角関係をテーマとして展開し，最後にはロバートがリチ
ャードを讃える記事を新聞に書き残して亡命者として旅立つ，という具合に亡
命者で始まり亡命者で終る芝居なのである。そのロバートの書き残した記事は
次のようなものであった。
「わが国が直面している最も重要な問題は，わが国が必要とする時にわが国
を捨て去ったが，孤独と亡命の中でついに祖国を愛するようになり，待ち望ん
でいた勝利の前夜に祖国に呼び戻された子供たちに対するわが国の態度である。
亡命の中でといったが，ここで我々は区別しなければならない。経済的な亡命
と精神的な亡命とがあるのだ。……人類の国家が生命を維持する精神の糧を他
国に求めるために祖国を捨て去った寵児もいるのだ｡」（Ｐ､99）
他にもロバートの「もしアイルランドが新らしいアイルランドになるつもり
なら，アイルランドはまずヨーロッパ的にならねばならぬ。そのためにきみは
ここに戻ってきたのだよ，リチャード｡」（Ｐ､43）というセリフもあり，後でふ
れることになるジョイスの「創作ノート」にも書かれて､､るように，ここに聖
書の放蕩息子の帰還のイメージがあることは確かだけれども，その放蕩息子と
いうのは勿論ジョイスのことであり，ここにジョイスの望郷の念というか，祖
国に暖かく迎えられたいという願望の念がこめられていることも確かなのであ
る。
このような個所を読むと，Ｅ、/esはＤ〃6ｌｍｅｒｓ最後の作品ＴＡｅＤｅａｄ(1907）
の延長上にある作品のように思えるのだ。ＴｈｅＤｅａｄでは「生きながらの死｣と
「秘められた生」の対称が主要なテーマをなしているのだが，そこには海外
の土地を少なからず見てきたインテリの主人公Gabrielがアイルランド人のも
●●●● 
つ素朴な暖かいもてなしの伝統に目覚めて，クリスマス・ディナーの席上でテ
ーブル・スピーチをする場面がある。その「アイルランドに対する愛国心の芽
生え」の延長上に，この作品があるように思えるのである。
少なくとも，かつて「肖像」の最後の部分で，「未たれ，人生よ。ぼくは出
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かけて百万度目にも経験の実体に直面し魂の鍛冶場でぼくの民族の未創造な良
心を鍛えるのだ－｡｣(7)と誇らしげに歌い上げて祖国アイルランドを脱出した
若き日のジョイスの面影はもはやここにはない。
Ｄｔ`6Jｊ"ers中の－篇ALiltﾉｅＣ肋udがアイルランドを脱出しなかったならば
ジョイスがたどったであろう人生だとするならば，唾jJesは亡命から帰還した
とすればジョイスがたどったであろう幻想の人生なのだ。
主要な登場人物は４人，男女各２人づつ。二重の三角関係ないしは奇妙な四
角関係ともいうべきものが成り立っている。リチャード夫妻が亡命中はBeat-
riceを中`し､とした三角関係があり，帰国した今はバーサを中心に，一方では友
人の妻を奪うというロバートの裏切りと，他方ではそれと裏腹にバーサという
同一女性の肉体を通じての男同志の一層の親密化という奇妙な倒錯的な友情関
係が成立っている。
図式化すれば次のようになる。
ト（ジャーナリスト）リチ
錨寸坪
バーサ（妻）ビアトリス（ピアノ教師）
●●● 
ピアトリスはかつていとこのロバートと婚約していたが，Ｉ)チャードが妻バ
ーサと共に大陸へ去ると，リチャードの影響力を強くうけていたロパートは次
第に精彩を失い，やがて二人の仲は冷えてしまった。それと同時にビアトリス
はリチャードにも関心を抱いていて，リチャードが大陸へ去った後もリチャー
ドが書く小説のことで二人は文通を交わしていた。やがて二人の精神的愛の結
晶ともいうべき本が出版され，ロバートの仲介でリチャードはダブリンに帰っ
てきた。それ故，３人の間に何んらかの事態が起ることを彼らは懸念している。
リチャードはビアトリスのことを“blackprotestant.，と罵倒した今は亡き母
親の姿に依然として悩まされていた。その母親のせいで彼は亡命と貧乏な生活
を余儀なくされていたからだ｡そして最後まで･母親に抵抗したことを苦い気持で
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思い出す。アイルランドでは放蕩息子をこらしめるのは，いつも情容赦なく頑
固な母親なのだ｡(8)（｢アイルランドは仔豚を喰う老いぼれの雌豚だ」という，
Ｕ【ysses中のセリフを想起せよ。）そして母親と対称的に優しかった父親のこと
をリチャードは想い出す。（この芝居でも母親のバーサは息子アーチイに厳し
いが，父親のリチャードは優しい。そういえば，この作品は父を訪ねて帰郷中
のビアトリスがダブリンへ戻ってくるところから始まり，終りの方には息子の
アーチイが父親リチャードに牛乳屋の馬車に乗る許可を求め，リチャードがそ
れを許すという場面がある。つまI)，親子二代にわたる優しい父子関係が示さ
れていることは注目に値しよう。）
ビアトリス（彼女の名前がDanteの鞘神的恋人Beatriceに由来することは言
うまでもない）はどういうわけかプロテスタントとして描かれている。そのせ
いか彼女は良心というものを気にするし､プロテスタント特有のｒ陰うつさ,真
面目さ，正直さ」が彼女にはある。前述のジョイス自身の書いた「創作ノート」
には，「ビアトリスの心は見捻てられた冷い聖堂である」と書かれている。そ
のせいかCiouxによれば，「ビアトリスはこの芝居では『生きながらの死』の象
徴であり．それ故にｸﾋﾟせる宗教を象徴するプロテスタントとして描かれているＪ
と説明されているが,(9)PadraicColumが「テキスト」の序文でいうように、
むしろ彼女がプロテスタントであったからこそ，カトリック教徒としてのモラ
ルをすべて打破したリチャードにあまりショックもうけず，精神的に共鳴する
ことができたのであろう。ここでは「アイルランドの土着カトリックの物質的
精神的支配秩序への反逆と否定の迩搬｣('0としてビアトリスが設定ざｵしている
のではなかろうか。
リチャードの女'性に対する態度には，肉体に対する嫌悪があるように思われ
る。少くなくとも精神と肉体をi1IIj立しがたいものとみているようだ。彼にとう
ては肉体とはDonScotusのいう「糖神の死」なのである。そして彼はビアトリ
スの中に精神の象徴を見，妻バーサの中に肉体の象徴を見ている。しかし，だ
からといって肉体というもの，つまりcarnalloveというものを全面的に悪な
るものとして否定しているわけでもなさそうなのだ。その点で彼はＤｕ６ｌｍｅｒｓ
中の一端APnin/h／Ｃuseの主人公Ｍｒ､Duffyとは異る。Ｍｒ・Duffyの場合は，
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carnalloveを伴う相手の全的所有が人間としての彼の全的自由を損うと考え
たが故に，Mrs､Sinicoとの交際を絶った。彼は一切のきずなを自己を束縛す
るものとして考え，絶った。
しかし，EnmJesのリチャードの場合には，若い頃はむしろ「盲目的なWli熱の
瞬間のみが，いわゆる人生の悲惨さから我々が免れることができる唯一の門な
のだ」（Ｐ､71）と、Carnalloveを肯定していたし，中年になった今も妻と友人
ロパートの親しい仲に嫉妬を感じながらも，妻と別れたりはせず，逆に妻の行
動を束縛しないでむしろ全的自由を与えようとする。
リチャードは幼い妻を亡命地につれて行き，新しい人生を与えようとしてか
えって彼女を殺してしまったこと，つまり彼女の「魂の処女性」を殺してしま
ったことを深く悔いているのだ｡「創作ノート」によれば，魂にも肉体同様に処
女性というものがあって，ジョイスによれば愛とは肉体的なものではなくて，
「女が魂の処女性を男に与え，或いは男が女からそれを受けとることが愛の行
為なのだ。愛というものは反自然的な現象なので，ほとんど二度と繰り返すこ
とができないし，魂も二度と処女性を回復することができないもの」なのであ
る。
バーサから彼女の少女時代の笑いや若さの美や，籍い心の中にある希望など
を奪いとってしまったことをリチャードは後･悔しており，妻の豊かな人生の可
能性を妨げたことに恐怖をおぼえ，罪悪感にとらわれていた。それ故にアイル
ランドに帰国した今は限りない全的自由を妻に与えんことを望んでいた。つま
り，夫のリチャードを選ぶか，愛人のロバートを選ぶか，どちらを選ぼうとそ
れは一切きみの|当|由だ，と夫は妻に言うわけである。しかし彼はロバートには
妻を盗まないでほしいと言った。（｢盗まれないためには，与えること。与えて
しまえば永久に自分の所有物になる｡」とリチャードは息子に諭す。ｃｆＰ､47）
しかし，「永久に恥ずべき人間になり，恥辱の廃跡の中から再び自己の魂を築
き上げるために,下劣な心の核心では,ロバートと妻によって~暗闇の夜の中
で－－ひそかに，下劣に，巧妙に裏切られることをぼくは望んでいた｡｣(P､70）
とも言うのである。また，妻の肉体を通じての男同志の一層の親密化という倒
錯した友情関係の確立をも望んでいた。
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リチャードは妻をロパートの許に置いたまま立ち去る。そしてロバートは，
「すべてのきずなから解放されることをリチャードは生涯求めてきた。彼は一
つの例外を除いてすべての束縛を破ってきた。その最後の束縛をぼくらは破ろ
うとしているのだ｡」(Ｐ､87)と言ってバーサにcarnalloveを迫る。ロパートにと
っては愛とは奪うこと，征服することであったから。
その結末はどうかというと，三者三様の敗北，挫折であった。結局，バーサ
は夫のリチャードを選んだ。敗北したロバートは旅に出る。しかし妻の愛を獲
ち得たはずのリチャードは妻の貞節を疑っている。それでバーサも夫の愛を呼
び戻すことができない。繰り返せば，ロバートはバーサに対する愛に失敗して
亡命する。ロバートは妻バーサに全的自由を与えたが故に，愛における所有の
喜びを放棄したことに悩み，嫉妬の傷をうける。そしてバーサも夫の愛を取り
戻すことに失敗する。（ビアトリスはその前にバーサと和解している｡）
つまり，各人が各人に対してそれぞれstrangerであI)exileになってしまった
のである。バーサは夫にむかって「あなたの行く所はどこえでも，わたしはつ
いて行きます。もしあなたが今ここを立ち去りたいのなら，わたしもあなたと
一緒に行きます｡」（Ｐ,111）という。バーサにとっては夫に従って亡命し，再
び夫の全的所有に身を委ねることが最大の身の証し，愛の証しであった。しか
しバーサの「魂の処女性」の回復がありえない限り〆亡命は一度かぎりのもの，
再度の亡命はありえない。それでリチャードは「ぼくは残る。絶望するにはあ
まりにも早すきる｡」と，妻の願いを拒否する。そのくせ「ぼくの魂の中には妻
に対する深い疑惑の傷がある｡」と言い「きみをどんなきずなによっても，愛の
きずなによってさえも束縛しないこと，赤裸の肉体と魂の中できみと一体とな
ること－それをぼくは望んでいた。しかし今はしばらく疲れた。ぼくの傷が
ぼくを疲れさせる｡」と－人つぶやくのみなのだ。
それに対する妻バーサの言葉でこの芝居は終るのである。「あなた，ディッ
ク，おお，わたしの奇妙な手に負えぬ恋人よ，もう一度わたしの所に戻ってき
て′」（Ｐ､112)。
なんと後味の悪い幕切れなことか，主人公リチャードの態度がまるで煮えき
らないのである。
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２．イブセンにならいて
ジョイスはIbsenの最後の作品Ｗ１ｌｅ〃ＷｂＤｅａｄＡｗｕＡｅ"にならって母i/Ｃｓ
を書いたといわれている｡⑪そしてジョイスにとっては，イブセンはなにより
もまず知的・普遍的文化の象徴であった。なぜならイエーツやグレゴリイ夫人
らに代表される狭い愛国主義的なアイルランド文芸復興運動にジョイスは反
対していたからである。芸術に「お国のために」とか，「アイルランドのため
に」というような限定詞をつけることは，ジョイスの芸術家としての良心が許
さず，俗衆への屈服にみえたからである。
ところでイブセンのこの作品も男女４人からなる二組の三角関係の話で，こ
こにも彼の生涯をつらぬく主要テーマ－－性的三角関係，霊肉の対立，理想的
ではあるが意志薄弱な人間の試みの失敗－－がみられる。それは題名にも暗示
されるように，「生きながらの死」に気ずいた彫刻家とそのモデルが再生の希
望にもえて目覚めた瞬間に雪崩れにあって死ぬ，という皮肉な作品である。
当り前なことだけれど，「われら死者の目覚めるとき」と「亡命者」では似
ているところもあれば，似ていないところもある．
（イブセンの場合）
〆残鱸…
（ジョイスの場合）
ビアトリス（ピアノ教師）／ 
リチャード・ バーサ
(作家)／(妻)
Rubek 、切妻
ａ
１
 
「“(彫刻家）
Ulfheim（猟師）ロバート（ジャーナリスト）
図式化すればどちらも二組の三角関係になるのだが，三角関係の重点の置き
方や主題がまるで違うのである。イブセンの場合はルベックとモデル女イレー
ネの間に重点がおかれ，主題も「芸術対人生」という明確なものだけれど，ジ
ョイスの場合はリチャードと妻バーサとの間の心理的葛藤に重点がおかれ，テ
ーマも「全的所有と全的自由のディレンマ」と要約できるのか疑わしいほどは
っきりしないのである。
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ところで「われら死者の目覚めるとき」にはジョイス自身が書いたI6se"'ｓ
ＮｅｔＵＤｒａｍａ（1900)という題名の評論があるのだ。それはジョイスには珍らし
く長いものだが，その％以上が作品の梗概となっていて，その前後にのべられ
ていることも抽象的な議論かイブセンに対する賛辞かのどちらかで，いかにジ
ョイスが天才とはいえ，やはり18才の大学生によって書かれた文章だと感じざ
るをえないほど気負ったものになっている。また，この評論が世紀も変り72才
となって体力も衰え，俗世間的な名声にもかかわらず内心は孤独であったイブ
センを驚かせ，かつ喜ばせた，いわくつきの評論であることも周知のことであ
ろう。その後のイブセンとジョイスをめぐるエピソードは有名だが，割愛せざ
るをえない。
その評論の中で注目すべき個所であると同時に，若きジョイスがイブセンか
ら学んだであろう唯一の点は，次のところである。
「イブ゜セン劇の興味は行動にあるのでもなければ，事件にあるのでもない。
●●●●●● 
作中人物ですら彼の芝居では重要ではない。赤裸なドラマーイ箪大な真理の認
●●●●●●●●●●●●●●●●● 
識とか，イ捻大な疑問の提示とか，或いは葛藤する作｢P人物からほとんど独立し
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
ていて，しかも途放もない重要性をもつ偉大な葛藤の提示一力:まず第一に我
々の注意を引くのである｡」('21(傍点引用者）
この引用の傍点部，つまり、イブセン劇の本fitは葛藤する作中人物からほと
んど独立していて，しかも重要な葛藤を提示する，という個所が重大なのであ
る。作中人物から独立して重要な葛藤がある，ということは，主題の分裂，な
いしはＴ・Ｓ､Eliotにならっていえば，客観的相関物の欠如とでも言うほかない
ものだし，普通なら劇のNi成上の欠点とみなされるものであろうが，皮肉なこ
とにそのような「主題の分裂」をジョイスはイブセンから学んだのであった。
これ以降のことはどうもうまく表現できないので，要点だけを個条番きに記
すことにしたい。
（Ａ）イブセンの「われら死者の目覚めるとき」の本当の主題（作中人物から
独立して重大な葛藤）は，死者の復活・再生などというものではなくて，「殉
ずべき理想の芸術」と「芸術への懐疑」のディレンマなのである。ルベックも
イレーネもともにイブセンの分身である。イレーネはモデルとしてルベックに
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生きた魂をすべて与えてしまったが故に，今は空虚な魂のない死んだも同然の
身になっている。そのことからも分かるように，彼女は「殉ずべき理想の芸術，
を象徴する。逆にルベックは実人生を犠牲にしての芸術（Theworkofart
first,andflesbandbloodsecondO3）という生き方に疑いを抱き始めてい
た。
ルベックは芸術作品のためにという名目で，イレーネから暖かい血の通った
肉体も若い生命も魂をもやすやすと無雑作に奪い取ってしまったことに深い罪の
意識を感じていた。その「復活の日」（これがこの芝居の原題でもあったのだが）
と名づけられた「死の|眠りから目覚めた女性像」をイレーネは「わたしの子供」
と呼んでいた。それほどイレーネはルベソクの芸術のために身も心も捧げてい
た。それなのにルベックは彼女のことを人生の一つのエピソードとしか思って
いない。それで怒りにもえたイレーネはナイフで背後からルベックを刺そうと
するが，ルベックもずっと以前から「死んだ人間」であることに気ずいて殺す
のをやめる。そして二人して気をとり直し，再生を求め山頂での結婚の祝宴を
目指して嵐の中を登って行く。が，雪崩にあって死ぬのである。
つまり，「殉ずべき理想の芸術」も「芸術への懐疑と絶望」もともに老いた
イブセンの心中にあったもので，イブセンはそのディレンマに悩みながらも，
その両者をともに「死者」とみなしていたのである。
そして若き18才のジョイスは芸術家になる前に「芸術への殉死」とともに｢芸
術への懐疑」も同時に見てしまったのである。芸術に没頭して人生をなおざり
にした男の苦悩，いわば芸術家の「罪と罰」ともいうべきものを見てしまった
のである。それはトマス・マン流に「芸術家意識」と「市民意識」の対立と言
い直してもよいが、とにかく晩年のイブセンがやっと猶ち得た栄光を背景にし
ての芸術家の苦悩を背負って．若きジョイスは出発しなければならなかったの
である。
しかし，「芸術への殉死」も「芸術への懐疑」もどちらも「死」であるならば，
去るも地獄，残るも地獄ということならば，乗りかかった舟である。毒を喰ら
わぱ皿まで，である。ジョイスは芸術への殉死の道を選んど゜「肖像｣，Ulzノー
sseS，Fir""egavzsWbkeはいずれも芸術への懐疑を賑I)捨てたところに生じた
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産物であった。しかしながら，そこには常に「うしろめたさ」が，罪の意識が
つきまとっていたのである。
（Ｂ）ジョイスの「亡命者」も真の隠された主題ともいうべきものは，「全的
所有と全的自由のディレンマ」ではなくて，イブセンの場合と同じくやはり，
「芸術家対実人生」の対立なのである。この戯曲はジョイスが｢創作ノート」に
書いているように，亡命者がいつかは放蕩息子の帰還として父親から暖かく迎
えられるであろうことを信じつつ，亡命生活に耐えてきた中年男の幻想の文学
なのである。しかし現実の世界では，とりわけアイルランドでは放蕩息子を歓
迎することはありえない，とジョイスも書いている。それはあくまでも聖書の
中の寓話にすぎない。この不完全な世界の中で，DanteとBeatriceの精神的愛
が成就することがありえないように。
つまり，ジョイスもイブセン同様に「葛藤する作中人物からほとんど独立し
ていて，しかも限りなく重要な赤裸なドラマ」を提示しているのである。
あとはあまり重要なことではない。イブセン劇と唾ガルsとの作中人物の類
似点と相違点を若干指摘するだけにとどめたい。
（a）イブセンの場合，ルベックは妻との間では知的要求を充たすことができ
ない。モデル女イレーネとの間には精神的愛があって，彼らの精神的子供とで
もいうべき彫刻作品を生み出す。
（b）ジョイスの場合，リチャードも妻のバーサとは知的欲状を充たすことが
できない。亡命中のリチャードとビアトリスとの間も精神的な愛であって，彼
らが文通を交わすことによってリチャードの文学作品が生み出される。しかし
似ているのはそこまでであって，ジョイスの場合，リチャードは妻のバーサを
殺してしまったこと，つまりバーサの青春を奪い取ってしまったことを後,腺し
ていて，それ以後はバーサに対するリチャードの全的所有と全的自由のディレ
ンマの方に重点が移ってしまうのだ。
（aリイプセンの場合は、物理的にも精神的にもルベックとイレーネは上昇型
の人間，マイヤとウルフハイムは下降型の人間として描かれている。最後の個
所でも，マイヤとウルフハイムは彼らにとっては「生」と思われるがルベック
やイレーネには「死」と思われる地上へと山を下って行く。それと対称的に，
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ルベックとイレーネは再生を求めて，他の人々には「死」と思われるが彼らに
は「生」とみえる山頂へ登って行き雪崩れにあって死ぬ。つまりイブセンにと
っては肉体が死であり，肉体が死ぬ時生が目覚めるのだ｡(１０
（６）ジョイスの場合は．リチャードが上昇型，ロパートが下降型の人間とし
て考えられていて，ジョイス自身の「創作ノート」にもそのように記されてい
ナマ
るが，それが観念的に生のセリフ中の言葉として出てくるIこすぎず，行動とし
ても性格としても少しも肉付けされていない。
３．「創作ノート」の発見
皮肉なことに本文よりもこの「ノート」の方が面白いのである。ということ
はEmJesが失敗作であるということにもなるのだがｂバランスのとれた客観的
な描写などというものはジョイスには苦手で，むしろこの「ノート」にみられ
るような偏執狂的な書き方のほうが得意だったからではないか。Ｄ皿ｂｊｍｅｒｓだ
って決して単なるリアリズムの作品ではない。
この「ノート」がいつ頃書かれたかは明らかでないが，Ｎ・(Ｂ､）つまりNora
Barnacle（ジョイスの妻）についての「ノート」の日付けが1913年11月12日と
13日になっていることからみても，その前後に何回かにわたって書かれたので
あろう。この「ノート」の存在は1940年に明らかになり，1950年にアメリカの
Buffalo大学へ売り渡された｡05）それから何年かして出版されたわけだから，
昔のテキストには「ノート」などについていなかったのである。
この「ノート」で注目すべきことは次の二点である。
（１）「ノート」の方が完成された作品以上に登場人物に象徴的意図がこめら
れている，ということ。逆に言えば，作品を読んだだけでは作者の意図が感じ
られない，ということになるのだけれども。
（２）この作品が今までみてきたような「男の人生対使命感」とか「全的所有
と全的自由のディレンマ」などという男中心の物語ではなくて，意外にも妻バ
ーサの視点に重点が置かれていること。
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それも奇怪なことに，先きほども出てきたＮ、（Ｂ､）の個所の記述のように，
女主人公バーサの記述の中に，いつのまにかそのモデルとなったジョイスの妻
NoraBarnacleについての叙述が出てくるのだ。ノラの幸せな遠い踊るような
日々，遠い永久にすぎ去った，死んだか殺された（？）かした少女時代の想い出
や，少女時代の恋人や亡命時代の恋人，恐らくジョイスと共に大陸へ駆け落ち
する際の波止場での友人との別れの場面，ホームシックと失われた少女時代へ
の嘆き，などがジョイスー流のモノローグのような文体で語られるのである。
そもそもこの戯曲は1909年にジョイスがあわよくば母校の教授のポストを得
ようと,大陸から二度目の帰国をした時に,友人Cosgraveから結婚前のノラと
交際していたと打ち明けられ，ジョイスが妻の不貞に大いにショックをうけた
ところから生まれたといわれている｡⑬
妻ノラの不貞の事実は後になって否定されたが，その時以来ジョイスは「妻
を寝とられた夫」のテーマに興味をもつようになった。「ノート」の中にもフ
ローベルの「ポヴァリイ夫人｣以来｢同情の中心は恋人や愛人から夫ないしは妻
を寝とられた夫に審美的にも移されたようにみえる。……この変化が唾jJes
に利用されている｡」と書かれている。
現実に妻の不貞が否定されると，ジョイスはノラが彼と結婚する前の少女時
代にまでさかのぼってノラの恋人などを調べ上げ，みずからを妻を寝とられた
男になぞらえるというマゾヒズム的なことをしている。しかし，妻の恋人たち
がすでに若くして死んでしまった（ＴｌｂｅＤｅａｄの女主人公Grettaのかっての恋
人MichaelFureyを想起せよ）ことを知ると，彼らは死んでしまっている，し
かし自分は魂も肉体もそなえた人間として生きているのだ、という優越感とい
うかサド的な喜びをも感じているのである。
だから作中人物バーサのモデルがジョイスの妻ノラであることは言うまでも
ないが，彼女に言い寄るロパートはCosgraveやノラの過去の男たちBodkin，
Kearnsや，トリエステ亡命中のジョイスの親友であり，しかも妻ノラの所に
通ってきた男Preziosoなどが合成された人物だとみなされている｡⑪
ところで，そのN，（Ｂ）（ノラ）についての「ノート」の中で，ジョイスは次
のように書いている。
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「彼女は大地の暗い，形のない母であり，月光の夜によって美しくされている。
そして彼女の本能を暗く意識している｡」
この叙述はN、（Ｂ､）が，ひいては登場人物バーサが，UJgssesの全肯定的な
Mrs・Bloomの先駆的存在として考えられていることを示している。と同時に
さきほどみたように夫との結婚前に若くして死んだ恋人がいたという点からみ
れば，Ｎ・（Ｂ,）がＴｈｅＤｅａｄのGrettaGabrielの系譜をひいていることも明白
であろう。つまり，アイルランドの土着的なるものを代表するＴＡｅＤｅｑｄの
GrettaとUJJssesの全肯定的なMollieBloomとの中間にあるものとして，Ｎ
(Ｂ）つまり作中人物バーサが設定されているのである。
ここに桶谷氏がいう「土着と近代」のテーマをみることも勿論可能であろう。
氏もいうように，ジョイスにおけるインテリの系譜というものは確かにリチャ
ードで終ってしまうのであるから｡('０しかし，その問題を近代主義の敗北と土
着主義の勝利というかたちで収數できるかどうかは問題である。現実には土着
することを拒まれたからこそ，かえって－層見果てぬ夢としてジョイスの土着
への志向が強まるわけだし，文学的技法としてはますますモダニズムへと進ん
で行くのであるから。
更にジョイスは次のようにも書いている。
「ドストエフスキィやツルゲーネフのスラブ系のヒロインたちが色あせかけた
時に，イブセンの詩的天才が創造したスカンディナビア系の女性たち（ヘッダ・
ガプラー，レベッカ・ロスマー，アスタ・アルマーズ）にさえもヨーロッパは
飽きている。詩人の心は今どのような女性の上に輝くだろうか？恐らく最後
にはケルト系の女性の上に｡」
しかし，意図は壮とするも，バーサがドストエフスキイやツルゲーネフやイ
ブセンのヒロインたちに匹敵する「性格創造」だとはとても思えない。バーサ
は夫リチャードのあやつり人形的存在であって，個性ある登場人物であること
すら疑わしいのであるから。（ジョイスの「ノート」では，バーサが知的パラ
リシス（麻痒）の状態なのは，魂の処女性を失って精神的エネルギーに欠けて
いるから，と説明されているが｡）
むしろこの部分はジョイスがすでに書き始めていたUlgssesのMrs・Bloom
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のための創作ノートであったと言うべきであろう。
思わず長くなってしまったが，ここて(1)の作中人物の象徴的取り扱い方に話
を戻さなければならない。
まず最初にRichard-anautomystic
Robert-anautomobile 
と書かれている。これ以上の説明は何もないから，なんとも理解しがたいが，
MagalanerandKainは，“Theyaremasochisticandsadistic，と解説し
ている｡O9Ciouxは，リチャードはあらかじめ事態の不幸な結末を予測しなが
らも，その結末を避けようともしないで，受動的に押し流されるままになって
いる。それをautomysticismというのだと説明している｡剛ロパートについて
はなんの説明もない。しかし，ロパートだけがこの芝居の中で積極的に行動し，
策動し，亡命という変身をとげる唯一の人間だから，automobileとされるので
はなかろうか。
Berthaは28才。月のイメージで語られている。２８は月のリズムとメンスの
周期を示すと説明されている。しかし本文中にはバーサの年令は書かれていな
いし，月のイメージもわずかに－個所ドレスで暗示されているにすぎない。
けれどもバーサはイエス・キリストに比すべき孤独な裏切りの苦しみをうけ
た女性として，更にょ輸神的に再生する可能性をもった人間として意図され:=て
いた。
「彼女の状態はオリーブの園でのイエス・キリストの状態に似ていた。その
ような状態の本質を知ることができるのは，裸でひとり置き去りにされた女性
の魂だけである。……このような経験を経て彼女は自己の生まれ変った気質を
彼女の魂の奇跡で充たすであろう｡」
（そういえば彼女には，十字架上で神にむかって訴えるキリストの祈りにも似
たセリフがある。“Why，then，ｄｉｄｙｏｕｌｅａｖｅｍｅｌａｓｔｎｉｇｈｔ？”（Ｐ､102)）
しかし残念ながら「ノート」の中のこのような意図は，戯曲の中ではまった
く生かされていないのである。
バーサと比べるとビアトリスの比重ははるかに小さい。「ノート」の中では３
個所で簡単に言及されているにすぎず，それも「ビアトリスに観衆の興味をひ
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きおこすことは難しいだろう｡」と書かれている始末なのである。Ciouxはビアト
リスの年令が27オであり（これは本文中のト書きに明記されている)，バーサ
が28才とされていることの意味を次のように説明している。
「ビアトリスはこの一年を欠いているが故に，愛と憎しみの関係を経験して
いないが故に，妻でも母でもないが故に，プロテスタントであるが故に，不完
全な女性なのである｡｣､、
このような「ノート」の豊饒さと作品の貧困さのギャップはどうやって説明
すべきことか？MagalanerandKainは，ジョイスがイブセンの事実だけをの
べる文体を採用したことが裏目に出たのだと言っている｡”その他，主題を絞
りきれなかったことなどが考えられるが，この章の冒頭でも書いたように，や
はりジョイスの気質が客観性を必要とする戯曲形式には合わなかったのであろ
う。同じ戯曲形式といってもUJgssesのほぼ藩をしめる第15エピソードの場合
は，完全に幻想的な雰囲気のものになっているのだから。
４．ピンターの眼を通して
ピンター対ジョイスの関係は，ジョイス対イブセンの関係に等しい。ジョイ
スがイブセンの中に俗物に対する英雄的孤立性を見たと同様に，ピンターもジ
ョイスの中に俗世間的慣習からの解放の闘士を見たといえよう。
ピンターは16オのグラマー・スクールの学生のとき，学校の雑誌に初めて，
JanoesJoJceという題名のエッセイを書いた｡ピンターはその中でジョイスを家
庭･友人･祖国･宗教など,一切を捨てた反抗者.亡命者として高く評価している｡閲
ジョイスがダブリンに生まれながらも，ダブリンを脱出して一生の間各国を
転々として亡命者としてすごしたように，ユダヤ系イギリス人としてロンドン
のユダヤ人街Hackneyに生まれ育ったピンターも，Hackneyを脱出した後は精
神的には「さまよえるユダヤ人」だったのである｡剛
ピンターはHackney地区プロレタリアートの最高の詩人である，㈱という評
価もあるが，かっての仲間のプロレタリアート階級を裏切って自分一人だけ立
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身出世したという「うしろめたさＪ－なにごとにもコミットしないこと，
detacbmentということが彼のモラルであった－と，たえず根というか根拠
地を求めながらも拒否されるという「さまよえるユダヤ人」の宿命にピンター
は悩まされていた。それだからこそピンターはその対極として，社会的慣習や
日々のきまり仕事を象徴する自己の城としてのhomeやroomを渇望していたの
である。
他方，言うまでもなくジョイスも，わが身を守るための武器である社会的M〔
習とかモラルの象徴ともいうべき家庭・友人・祖国・宗教などを一切捨てた男
であった。二人ともいわば「旅としての人生」の悲哀を知っていたのである。
ＯｌｄTimesではDealey（以下Ｄと略す）もＫａｔｅ（以下Ｋと略す）も亡命者
ではないけれど，ロンドンを離れて田舎に住んでいる。そこへＡｎｎａ（以下Ａ
と略す）が20年ぶりに訪ねてきて，かつてのロンドンでの「背の日々」を二人
に想い出させ，もう一度背の関係を回復しようとするが失敗する，という話な
のである。
唾ilesと比較して図式化すると次のようになる。
(ジョイスの場合）
ロパート
(ピンターの場什）
､Ａｎｎａ 
藤魁
バーサーリチャード
Ⅳ→ Ｋate 
夫婦夫婦
登場人物は男一人(Ｄ)，と女二人の三人だけ。いずれも40代の初めである。
ＫとＡはかってロンドンで･会社勤めをしていたITi，｜可ｈＩ;しレズビアンの関係
にあった。そのＡがＫを20年ぶりに訪ねてきて，今はＤと結婚しているＫを再
び自分の許に取り戻そうとする。こうして一人の女をめぐって男と女が奪い合
いをするという奇妙な三角関係が成立するのである。
ところでこの芝居は最後にＫがＡにむかって，「わたしはあなたが死んで横
たわっていたことを覚えています……私の部屋で」と言うセリフが芝居全体の
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解釈の岐路になっているのである。「死んだ」という言葉を文字通りにとって，
Ａは死んで残された二人の記憶の中にのみ生きているのだとか，ＫとＡは同一
女性の楯の両面で，Ａは結婚前の享楽的な青春時代を象徴しているとかの解釈
もあるようだが,鯛わたしの`思うには，この「死んだ」という言葉はＥ"iｌｅｓ
中のバーサについての言及，“Sheisdead、Ｓｈｅｌｉｅｓｏｎｍｙｂｅｄ.，，（Ｐ､68）
のechoなのである。つまり，ＫはＡとは縁を切って男Ｄとの結婚生活に入った
のだから昔の関係には戻らない，とＡの誘惑を拒否する意志表示として“dead”
という言葉が用いられているのである。
ＥｴjﾉＣｓにはイブセンにならってｋｉｌｌという単語を使った“Ihavekilled
her.……Thevirginityofhersoulj，（Ｐ､67）というセリフもあるが，“She
isdeadyというセリフもあって，そのセリフをピンターがジョイスにならって
使ったのだとわたしは思うのである。
ところがＡとＤもかねてからの知り合いであって，ＡはＫの下着を借りて，
Ｋであると偽ってＤと何度となくデートした。その際にＤは彼女のスカートば
かり見上げていた。だから，下清はＫのものだけれどスカートは自分のものだ
から，Ｄが好きになったのはＫではなくて自分だとＡは言い張る。その主張に
対して，さきほどの「わたしはあなたが死んで横たわっていたことを覚えてい
ます｡」というＫの決定的なカウンター・パンチがでるわけだが，このＫの主張
に下落を借りて相手と一身同体になるという奇妙な倒錯した感情があることも
確かであろう。ＡとＫが一体化していたからこそＫが好きだったりはＡも好き
になった，或いは反対･に，ＫがＤを好きだったからＡも、が好きになれたとも
いえるのだが，同じように微妙な一体感がジョイスの場合にもすでにあったの
である。
実はＥ"jlesのリチャードもバーサと結婚する前は，ロパートと共同で一軒家
を持っていたのである。
「それは馬鹿騒ぎであるばかりでなく，新生活の炉辺になるはずたつ._。そ
れなのにその名のもとにぼくらの罪すべてが犯されたのだった｡」（Ｐ､41）
ここに二人のホモ的関係が１１１F示されていることは言うまでもない。リチャー
ドが結婚してからも，
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「彼女（バーサ）はきみのものだ。きみの作品だ。それがぼくもまた彼女に引
きつけられる理由だ。きみはあまりにも強いので，彼女を通してさえもぼくを
引きつける｡」（Ｐ､62）
とロバートが言うほど，リチャードとの一体感は強いのである。リチャード
の方も妻バーサにロバートとの一体化をすすめる。
「きみは彼のものと同時にぼくのものであるのかもしれない。……彼の腕が
きみの体にまわされていたからといって，ぼくは彼を憎むことはできない。き
みはぼくたちを相互に接近させてくれたのだから｡」（Ｐ､75）
そのバーサも「わたしはあなたと彼をともに接近させることを望んでいたの
です｡」（Ｐ､112）と最後には本音をもらす。
つまり，リチャードとロバートは一身同体だから，リチャードは妻バーサを
ロバートに譲ろうとする。バーサからみれば，夫とロバートは一体化した人間
だから，ロバートとも親しくなれたのだ。
ジョイスの「創作ノート」には，
「Actll，バーサはリチャードとロバートとの糖神的結合を望み，その結合
が彼女の肉体を通してのみなしとげられ,永続化されることを信じている｡（？)」
「この芝居はマルキ・ド・サド対ザッヘル・マゾッホの立ち廻りである｡」
と書かれている。
そして，ピンターのジョイスに対する最後にして段大の功績と思えるものは，
皮肉なことに「幕切れのあいまいさ」なのである。ピンターの芝居には大団'1］
はない。ピンターの「メッセージ」は雰囲気そのものであり，カーテンが下り
た後でも観衆の心の中でドラマが続くのである｡⑰従って当然のことながら芝
居についての解釈も一様ではない。OJdTjmesの幕切れでセリフが一言もなく，
三ページにわたるト書きだけのＤの奇妙な動きは，その典型であろう。
筋の展開につれて過去の秘密が次第に明らかになり，大団円とともに終るイ
ブセン劇からみれば欠点とされていたものが，逆に高く評価されているのであ
る。この線切れの評lilliの逆転によって，あいまいさをあいまいさとして積極的
に評価することによって初めて，唾ビルsが自立した独自の作品として評価され
るきっかけが与えられたのである。
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５．「芸術第一」の道を
亡命こそ実生活における一切の慣習的なるものからの距離，隔絶を保証する
と同時に，芸術上の実験の自由をも保証するものであった。しかしながら，
ErlUesは一方では「肖像｣に書かれているようなドラマを最高とする芸術理念の
延長上にありながら，他方ではＴＡｅＤｅｕｄの転向路線一一亡命をやめ，市民性
を回復せんとして祖国への回帰をもくろむこと－を再確認しようとした。そ
のような中途半端な姿勢をとったところに，芸術作品としてもふつきれないも
のが残ったのではないか。
現実的にも土着への志向を拒否され，「ダブリン市民」に戻りえなくなった
今，「芸術家」は更に全能の神の視点へと向わざるをえなくなったのである。
ジョイスの芸術家としての誕生は「肖像」の祖国脱出の日にあるのではなくて，
亡命から帰国せんとしてそのＩＭＩ遁を拒否されて完全に母国から膳の緒が切れた
時点にあったのだ。
作品の成立順や私小説的内容の点からみれば「肖像」の方がEmlesに先立つ
作品ではあるけれども，芸術路線の上からいえばＥ工ijesの方が「肖像」に先立
つ作品なのである。つまり唾雌sで完全に退路を絶たれ，二度と「ダブリン市
民」に戻れぬことを確認したがゆえに，それ故にこそ一層高らかに強く観念的
にデイーダラス神話を下救きにして「肖像」の中で祖国脱出をジョイスは歌い
上げたのではなかろうか。その証.拠に「肖像」はきれいさっぱりと整理ざｵして
しまった作品で、原型のStepﾉLe〃Ｈｅｒｏにあたつ７こような難解な論理（例えば，
ジョイスとイブセンのIIi会いについての説明のような）は一切消えて失くなっ
てしまっている。その愈味でこの作品はPadraicColumが序文で言うように，
ジョイスの作品群の中で分水繊となっているのである。
これ以後のジョイスはイプセン晩年の願いであるｒ人生第一，芸術第二」と
はまさに正反対に，「芸術第一」の道を歩んで行くのである。「批判されるべき
ではなくて，直面して生きねばならぬ」人生⑫ＩＤは，様々な意匠や神話に彩られ
た文学のための素材にまで成り下ってしまったのである。なんと師イブセンか
ら逆〈離れてしまった二とか。
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